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北海道アイヌ建築の平面形の考察

　　一白老地方と二風谷地方一
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江戸時代中、後期の住まいについての研究

　　　　一家相の文献を通してー（第十報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京家政学院大学 村田　あか

　且的　江戸時代中。後期の家相文献から住まいのあり方を探る研究のｰ･環として、本報

告では、家相判断の際の磁針の置き場所、即ち中心の求め方について書いた部分を分析す

る。家相判断では、中心の般定如何で結果か異なるためこれを麗要視している場合か多い。

それ故に、ここから家相判断で重用視するものが明らかになると考える。

　方法　比較検討に用いる家相文献は、寛政io年刊松浦東鶏著「家相図1解」|、享和元年刊

松浦東鶏著「家相図脱大全」。享和元年序文苗村三敲著「相宅小鑑」、享和３年長田藁雀

著「家相図解全書」、天保川年松浦琴鶴著『家相秘伝集』の５冊である。それぞれから中

心の取り方の記述を拾い、分析、考察する。

　結｡撞　松浦東鶏|■琴鶴の文献では､I　中心の取り|方を詳細に扱っ万ているが、他の2文献で

は７居間を主として間取りの通路を定め…」の他、図に二三現れる程度である。東m派の

３文献では、磁針の据え場所を主人の居間（或いは寝所）としているか、重要な部屋であ

るため、敷地及び家宅の中央に配置すべきだという観点に立っている。家宅の中央は、家

相判断上重要な「坤艮中、井竃厠」の「三所三備」の一つでもあり、「中」は主に住まい

の湿気対策の項目で語られている。更に「家相秘伝集」では、中心の定め方を敷地、家屋

の形状別に多数図示し、中心を二ヵ所とる場合や､･村や町の風水判断時の中心などにも言

及している。判断の理由づけには陰陽五行説の相生相剋理論を演鐸し、主の寝所の畳数を

決定している。流派による中心の扱いの進い、東鶏派の中心決定の群細、湿気対策や住ま

いの中央を居間にするなどの経験則の理諭付けに家相を用いる状況か明らかになった。
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